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研究成果の概要（和文）：南極域の複雑なシステムを統合的に調べることを目的とし、大気海洋結合モデリング
(MIROC)を中心に、南極氷床のモデリングや、南極氷床と海洋の相互作用に関する高解像度モデリング、海洋炭
素循環モデリング、水同位体モデリングなどを実施、多階層の数値シミュレーションを行った。南極アイスコア
や海底コア、地形調査データを大気海洋結合モデルの入力や検証に用い、氷期・退氷期・間氷期・鮮新世などの
古気候実験を実行した。南極氷床がティッピング・ポイントを超えるときの海洋や気候の条件を調べ、気候シナ
リオによっては千年以内に南極氷床融解が海水準に3から5メートル上昇する可能性に関する将来見通しを示し
た。

研究成果の概要（英文）：We carried out numerical experiments of climate, ocean and ice sheets in the
 past, present and future by using models called MIROC, COCO, IcIES, and SICOPOLIS. We show that 
OGCM simulation with sedimentary process considering enhanced Southern Ocean salinity stratification
 and iron fertilization from glaciogenic dust during glacial periods improves the modeled glacial 
deep water and simulate the drawdown of glacial atmospheric pCO2. The simulations of mass loss of 
the Antarctic ice sheet using SICOPOLIS show that, by the year 3000AD, the unabated warming pathway 
produces a mass loss of the West Antarctic ice sheet and a sea-level rise equivalent of 1.5 to 5.4 
metres, even keeping the climate forcing unchanged after 2100AD. We also demonstrate that changes in
 atmosphere parameters associated with the fraction of cloud thermodynamic phase in a climate model 
reduce the biases in the warm SST over the modern Southern Ocean, and then reproduce the Southern 
and global Ocean at the LGM.

研究分野：気象・海洋物理・陸水学

キーワード： 南極氷床　海洋　気候の統合的モデリング　Climate modelling　paleoclimate modelling　atmosphere
-ocean model　Future projection　Ice sheet modelling

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、大気海洋結合モデルと氷床・海洋・物質循環などのモデル群を必要に応じて整備しシミ
ュレーションに取り組み、過去の大規模な気候変動から将来の南極と南大洋について検討することである。独創
的な点は、南極氷床や南大洋の古気候データを参考にしながら、本格的な高解像度モデルで多くの感度実験を行
うアプローチであり、気温や降水量、大気海洋循環はもちろん、氷床や植生分布、海洋物質分布の時空間構造を
示し、メカニズムを提示し飛躍的な成果を遂げた。Nature 誌をはじめ多くの国際共著の研究論文を出版でき、
国連のIPCC 第６次報告書（第一作業部会）にも多くの論文が引用され社会的にも意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

地球温暖化により、氷床の縮小とそれによる海洋循環や海水準などへの影響が懸念され

ている。近年の衛星観測によって南極氷床が縮小傾向にあることが明らかとなり、アイ

スコアや地質記録からは、過去の温暖期（スーパー間氷期）に氷床が現在より縮小した

ことが報告された(IPCC 第 5 次報告書, 2013, 阿部は第 3著者)。特に、南極の気温が

現在より 2℃高かったに過ぎない最終間氷期(約 13 万年前)においてさえ南極氷床が縮

小していたことは大きな驚きであり（川村を含む NEEM, 2013, Nature）、数値モデルで

はその再現ができておらず、将来予測に重大な懸念を与えている。南極氷床と岩盤の接

地面は海面下にある部分が多いため、南極氷床の質量変化には海洋との相互作用が極め

て重要である。海に張り出した棚氷の下へ暖水が入って底部を融解し、急激な接地線の

後退や流動の加速が生じるが、従来の氷床モデルではそれらのプロセスが十分再現でき

ない（de Boer et al., 阿部、斎藤共著 2015）。一方で、温暖化は水循環を活発にして

氷床の涵養を促進する効果もあるため、氷床体積変化を定量的に予測するには涵養量の

正確な推定も必須である。以上から分かるように、南極氷床の予測のためには、氷床モ

デルに加えて、大気海洋結合モデルや、大気と海洋の高解像度領域モデル、観測データ

などを様々に用いた多角的アプローチが必要である。また、海洋は大気の約 60 倍の炭

素を貯蔵する巨大なリザーバであり、炭素のほとんどは深層に蓄えられている。南大洋

が氷期‐間氷期の CO2 変動を支配したとする説が有力視されているが、いまだ数値モデ

ルを用いた再現に成功した例はなく、北半球氷床に起因する氷期サイクルがどのように

南大洋を中心とした海洋炭素循環を変化させたかは未解明のままである（Oka, Abe-

Ouchi, et al., 2011）。その解決のためには、海洋循環や海氷形成、海洋生物ポンプな

どの海洋環境を総合的に扱うモデルを構築し、様々な時代における炭素リザーバとして

の南大洋の役割を明らかにする必要がある。 

 

２．研究の目的 

淡水リザーバである南極氷床と、炭素と熱のリザーバである南大洋について、現在の状

態の理解や、過去から現在までの変動の要因を明らかにする。とりわけ、南極氷床が縮

小したスーパー間氷期と現在との相違に着目し、南極氷床の大規模な縮小につながるテ

ィッピング・ポイントの条件とその決定要因を明らかにする。そのため、大気・海洋・

氷床といったそれぞれの気候要素とその相互作用のモデリング手法に、観測に基づく最

新の知見を取り入れる。気候システムの外力となる日射変動や、アイスコアや海底コア、

地形調査データから得られている環境変動を気候モデルの入力や検証に用いて、南極氷

床、海洋、物質循環の変動メカニズムを解析する。気候変化に対する南極・南大洋の応

答特性と、気候システムにおいて南極・南大洋のもつ役割について長期応答を明らかに

することで、より正確な将来予測に貢献する。 

 

３．研究の方法 

南極域の複雑なシステムを統合的に調べるために行ってきたモデルの高度化の知見を

反映させ、大気海洋結合モデリング(MIROC 気候モデル)を中心に、現在、過去、将来の

実験を行った。「スーパー間氷期」を含む過去数百万年間の気候モデリングとデータの



統合的研究のため、アイスコアや海底コア、地形調査データを入力や検証に用い、気候

モデルを中心に、氷期・間氷期（約 12.5 万年前や約 40 万年前）・鮮新世（300 万年前）

などの古気候実験を開始した。現場観測と高解像度領域モデルの連携により、海洋と氷

床の相互作用による氷床融解の加速メカニズムを分析することで、大規模氷床モデルに

おける棚氷底面融解プロセスの定式化を検討した。南極氷床と海洋間のフィードバック

を明らかにするため、南極からの融解水を入力にした気候モデル実験を行い、結果を解

析した。気候モデルの 20 世紀実験や過去千年実験を解析し、氷床質量収支や海洋の低

塩化や棚氷下への暖水流入などについて、観測研究と連携して近年の変動の要因分析を

行った。過去と将来の気候変動に対する氷床応答を定量的に推定する際に重要となる、

世界の主要な氷床モデルに内在する不確実性を明らかにするため、MIROC 気候モデルの

結果を境界条件とした、過去と将来の氷床モデル国際比較実験を主導した。 

気候モデリングとデータの統合的研究を目指して、アイスコアや海底コア、地形調査デ

ータの他班からの新たなデータも取り込み、氷期・ 間氷期・鮮新世と、氷床が南極に

しかなかった時代の古気候実験を実行し、結果を詳細に解析した。その結果を、南大洋

高解像度海洋モデルに入力して、異なる時代の南大洋や氷床ー海洋相互作用の様相を分

析する方法も発展させた。過去の南極氷床や気候がティッピング・ポイントを超えたと

きと超えなかった時の違いをもたらした要因について調べるため、気候モデルの結果を

氷床モデルに入力し、氷期からスーパー間氷期にかけての長期シミュレーションと感度

実験を行い、氷床後退の要因を分析した。気候モデルの結果を氷床モデルに入力し、ス

ーパー間氷期の氷床後退の要因や過去のティッピング・ポイントを分析した。気候モデ

ルを入力にした過去の海洋物質循環モデル実験と水同位体モデル実験の変動メカニズ

ムの解析を本格化させた。 

過去と将来の統合的解析とティッピング・ポイントの把握のため、過去と将来予測の数

値実験をもとに、南極氷床・海洋・気候や海水準の変化に関して、他班と連携したデー

タとモデルの統合的な解析を行なった。気候モデリングとデータ（過去と現在）を集約

して、南極氷床や底層水形成がティッピング・ポイントを超えるときの条件（海洋や気

候の状態）とメカニズムを明らかにし、南極氷床と南大洋域の気候の将来を予測した。 

研究成果を発信する方法として、 新聞やプレスリリース、講演などにより積極的に

研究成果を社会に発信した。2019 年夏季に 2か月間、東京大学駒場博物館の特別展「気

候−海洋−氷床に関する特別展〜過去、現在、将来を探る〜」に出展し、本領域の研究内

容を一般に対して紹介した。 

 

 

４．研究成果  

 

日射や温室効果ガスを入力として気候を計算する気候モデル（大気海洋海氷結合モデル

MIROC）や、大気と海洋の温度や降水量を入力とする南極氷床力学モデル(SICOPOLIS)、

海洋表面フラックスを入力とする海洋物質循環モデルや海洋領域モデル(COCO)などを

高度化し、南極周辺のパフォーマンスを詳細に調査した。また過去 1000 年、2 万年、

350 万年などの異なる時間スケールの古気候計算や、予備的な将来長期予測計算も行っ

た。他班が得た海底や氷床下の地形の高度化を取り入れ、高度化されたモデルを用いて

過去と将来の計算を進め、南極のティッピング・ポイント把握に向けて研究を進めた。 



 

(1) 気候モデルの高度化、南大洋バイア

スの改良案の提示：世界のほとんど

のモデルで、計算される南極周辺の

海面水温が観測を大きく上回る問

題（温暖バイアス）が報告されてい

る。MIROC 4m において、雲水氷相と

雲物理特性、海洋混合パラメタを検

討し、温暖バイアスの解消に成功し

た（図１）。このモデルで氷期の気候

を計算した結果、海洋深層循環が古

海洋データと整合的になった。 

(Sherriff-Tadano, et al, 2023, 

Journal of Climate) 

 

(2) 気候モデルによる古気候シミュレ

ーション：南極氷床を大きく後退さ

せる「スーパー間氷期」とそうでな

い間氷期の違いを理解するため、氷

期から間氷期への気候遷移シミュ

レーションを行った（図 2、青線は

約 14 万から 13万年前、赤線約 2万

から１万年前）。その結果、大西洋子

午面循環や南極気温、南大洋水温の

変動がアイスコアや古海洋データ

の特徴を再現し（図 2、3）、2 つの

間氷期における南極周辺の気候の

違いが、主に北半球氷床の融解速度

の違いにより生じていたことを示

し た 。 (Obase, Abe-Ouchi and 

Saito, 2021, Science Advances, 

Obase and Abe-Ouchi, 2019, GRL) 

 

(3) 南極氷床のティッピング・ポイント

検討：現在の南極氷床が最終間氷期のように縮小しなかった理由について、様々

な感度実験を行なった結果、最終退氷期の温暖化の間に起こった「寒の戻り」が

原因であると示唆された。この現象についてさらに調べると、北半球氷床の融解

速度と CO2 濃度が一定の範囲内にある時のみに起こる、大気海洋結合システムの

自励振動であったことが示唆された。 

 

(4) 海洋および海洋物質循環モデルの高度化：海洋成層の強化や維持といったプロセ

スの詳細な検討や、堆積モデルの構築を行った結果、氷期の南大洋の成層化が海



洋炭素循環の変化を増幅し、大気中 CO2 濃度の再現性が大幅に改善された

(Kobayashi and Oka, 2018)。さらに、鉄循環を考慮することで溶存酸素濃度の再

現性を向上させ、二酸化炭素低下に対する生物ポンプの寄与を定量化した（図 5、

丸印は古海洋データ、色はモデル, Yamamoto et al. 2019）。さらに、南大洋の成

層の強化や堆積過程や南米氷河からのダスト供給などを考慮に入れ、古海洋デー

タとの整合性を確認した上で、氷期と現代の大気中 CO2 濃度の差を 80ppm 近くま

で（観測の 8 割ほど）を説明するまでに至り、Science 姉妹誌に出版した。

(Kobayashi, Oka, Yamamoto and Abe-Ouchi, 2021, Science Advances.) 

 

(5) 氷床力学モデルの高度化と過去や将来予測に関する研究：南極氷床の気候変動に

対する長期的応答を調べるため、氷床棚氷の流動過程の表現を改良するなどして

氷床モデルの高度化を行ない、特に氷床末端部の数値表現の改良と数値解法の安

定性の向上を達成した。国際氷床モデル比較実験（ISMIP6）に参加し、棚氷底面

融解に対する氷床応答はモデル間で大きく食い違うなど今後の課題が整理され、

全世界の淡水の皆水準への寄与においての南極氷床の重要性に関する Nature 誌

出版、IPCC 報告書への貢献など行うことができた。氷床班(A02-1)と連携して内

陸地形や涵養量などの氷床モデル入力用の最新データの収集や解析も行った。大

気海洋結合モデル MIROC の結果と南極氷床モデルを組み合わせた長期気候-氷床

モデル実 験を開発検討した。南極氷床がティッピング・ポイントを超えるときの

海洋や気候の条件を調べ、気候シナリオによっては千年以内に南極氷床融解が海

水準に 3〜5 メートル上昇する可能性に関する将来見通しを示した。(Chambers et 

al, 2022, Journal of Climate, Greve et al, 2023, Journal of Climate in 

press).  
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小玉 貴則, 高須賀 大輔, シェリフ多田野 サム, 黒田 剛史, 宮川 知己, 阿部 彩子, 佐藤 正樹

第8回地球環境史学会（招待講演）

Forming and Exploring Habitable Worlds Meeting 2022（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

過去の温暖期と現代の気候の違いにおける古地理の役割（ポスター）

退氷期の気候システムの変動―北半球氷床と大西洋深層循環を通した急激な気候変化―

Climate of high obliquity terrestrial planets with 3D cloud resolving model

全球雲解像モデルを用いた高自転軸傾斜角を持った系外地球型惑星の気候

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

地球環境史学会

ExoClimes2023（招待講演）（国際学会）

國吉優太, 阿部彩子

Takanori Kodama

國吉優太、阿部彩子、Wing-Le Chan

O'ishi, R., Chan, W.-L., Abe-Ouchi, A., Sherriff-Tadano, S., Ohgaito, R., and Yoshimori, M.

東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「古気候研究におけるプロキシとモデルの融合: 温暖期の気候変動」

東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「古気候研究におけるプロキシとモデルの融合: 温暖期の気候変動」

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

氷期の数千年スケール気候変動に対する北半球と南半球の熱的影響

Rocky planet atmosphere

ダンスガード・オシュガーイベントに伴う全球の大気海洋変動に関する気候モデル研究（ポスター）

PMIP4/CMIP6 last interglacial simulations using three different versions of MIROC: importance of vegetation (poster)

 １．発表者名



2023年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「古気候研究におけるプロキシとモデルの融合: 温暖期の気候変動」

EGU General Assembly 2019（国際学会）

EGU General Assembly 2019（国際学会）

EGU General Assembly 2019（国際学会）

Sam Sherriff-Tadano, Ayako Abe-Ouchi, Haruka Hotta, Maki Kikuchi, Takanori Kodama,  entaroh Suzuki,

Ayako Abe-Ouchi

Ayako Abe-Ouchi, Wing-Le Chan, Yasuto Watanabe, Sam Sherriff-Tadano, Takashi Obase, Kanon Kino, Fuyuki Saito, Kenji
Kawamura, Takahito Mitsui

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Wing-Le Chan and Ayako Abe-Ouchi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Role of clouds on the Southern Ocean sea surface temperature bias and its impact on the LGM AMOC

Introduction: Cryosphere and climate interactions from past to future

Modelling the glacial cycles with 40 kyr cycle before MPT: Why and how different were the ice sheet and climate from the
recent 100 kyr cycle world?

 ２．発表標題

The mid Pliocene Warm Period: climate sensitivity to atmospheric CO2 levels and vegetation feedback in the MIROC4m model
(poster)

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ocean Sciences Meeting（国際学会）

13th International Conference on Paleoceanography（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Taigo Ando, Akira Oka, Abe-Ouchi

Takashi Obase and Ayako Abe-Ouchi

Yusuke Sasaki, Hidetaka Kobayashi, Akira Oka

Yusuke Sasaki, Hidetaka Kobayashi, Akira Oka

EGU General Assembly 2019（国際学会）

13th International Conference on Paleoceanography（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

A study on the variability of the deep ocean circulation during glacial climate with a climate model of intermediate
complexity

Abrupt Bolling-Allerod warming under continuous meltwater during the last deglaciation

Simulation of global distribution of 231Pa and 230Th and its ratio in the ocean sediment by using an ocean general
circulation model

Simulation of global distribution of 231Pa and 230Th and its ratio in the ocean sediment by using an ocean general
circulation model

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

EGU General Assembly（国際学会）

13th International Conference on Paleoceanography（国際学会）

Hidetaka Kobayashi, Akira Oka

Hidetaka Kobayashi, Akira Oka

Hidetaka Kobayashi, Akira Oka

阿部彩子, Chan Wing-Le, シェリフ多田野サム, 小長谷貴志, 吉森正和, 岡顕, 大垣内るみ

Ocean Sciences Meeting（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019 年大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Response of atmospheric pCO2 to glacial changes in the Southern Ocean amplified by carbonate compensation

Response of atmospheric pCO2 to glacial changes in the Southern Ocean amplified by carbonate compensation

Response of atmospheric pCO2 to glacial changes in the Southern Ocean amplified by carbonate compensation

ダンスガードオシュガー振動と急激な気候変化のメカニズム

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019 年大会

日本地球惑星科学連合2019 年大会

日本地球惑星科学連合2019 年大会（招待講演）

QUIGS meeting 2019（国際学会）

阿部彩子、齋藤冬樹、小長谷貴志、Greve Ralf、シェリフ多田野サム

小長谷貴志、阿部彩子、齋藤冬樹、津滝俊、藤田秀二、松岡健一、川村賢二、Greve Ralf

Sherriff-Tadano, S., Abe-Ouchi, A

 ２．発表標題

 ２．発表標題

シェリフ多田野サム, 阿部彩子

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Modelling Perspective for the Past and Future tipping points of ice-sheets and climate

次期南極深層コア掘削候補地選定のための氷床モデル計算

Southern Ocean SST biases in MIROC model and its impact on paleoclimate simulation
 ２．発表標題

Roles of sea ice-surface wind feedback in maintaining contrasting modes of glacial Atlantic meridional overturning
circulation and climate

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会

雪氷研究大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

津滝俊，本山秀明，阿部彩子，藤田秀二，川村賢二

Chan Wing-Le, Abe-Ouchi, A

Ayako Abe-Ouchi, Wing-Le Chan, Sam Sherriff-Tadano, Takashi Obase, Kenji Kawamura, Stephen Obrochta, Akira Oka, Masakazu
Yoshimori, Rumi Ohgaito, Takahito Mitsui

グレーベ ラルフ，チェンバース クリストファー，カーロー ラインハード，小長谷貴志,齋藤冬樹,津滝俊,阿部彩子

QUIGS meeting 2019（国際学会）

国際第四紀学連合大会（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

JARE 内陸ルートにおける1992-2018 年の表面質量収支の時空間変動

PMIP Last Interglacial simulations with the MIROC4m model: Progress and preliminary results

Conditions for Dansgaard-Oschger like oscillations and abrupt climate changes

氷床モデルSICOPOLIS を用いたグリーンランド氷床と南極氷床のISMIP6 将来予測

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会

雪氷研究大会

川村賢二，阿部彩子，藤田秀二，小長谷貴志，齋藤冬樹，Ralf Greve，津滝俊，中澤文男，大藪幾美，大野浩，杉浦幸之助，東久美子，本
山秀明

小長谷貴志, 阿部彩子

阿部彩子，小長谷貴志，齋藤冬樹，川村賢二，津滝俊，藤田秀二，本山秀明，渡辺泰士，Ralf Greve，シェリフ多田野サム，木野佳音，
Wing-Le Chan，三ツ井孝仁

阿部彩子，Wing-Le Chan，小長谷貴志，シェリフ多田野サム，三ツ井孝仁，川村賢二，吉森正和，岡顕，Christo Buizert，Stephen
Obrochta，大垣内るみ

雪氷研究大会

AGU FALL MEETING（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

氷床レーダー探査と浅層アイスコア、氷床流動モデルに基づく南極ドームふじ近傍における「最古のアイスコア」掘削地点の検討

2 つの退氷期の気候シミュレーションから示唆される最終間氷期の南極温暖化メカニズム

過去150 万年の氷期サイクル気候と古い南極氷探索のためのモデリング研究

Unforced AMOC Oscillation in Glacial andDeglacial Climate

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

INQUA 2019（国際学会）

INQUA 2019（国際学会）

Ralf Greve, Christopher Chambers, Reinhard Calov, Takashi Obase, Fuyuki Saito, Shun Tsutaki, Ayako Abe-Ouchi

Kanon Kino, Ayako Abe-Ouchi, Ryouta O'ishi, Fuyuki Saito, Masakazu Yoshimori

Sam Sherriff-Tadano, Ayako Abe-Ouchi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Shuji Fujita, Kenji Kawamura, Prasad Gogineni, Ayako Abe-Ouchi, David Braaten, Jean-Charle Gallet, Elisabeth Isaksson, Brice
van Liefferinge, Kenichi Matsuoka, Charles O’Neil, John Paden, Fernando Rodriguez-Morales, Ryan A. Taylor, Shun Tsutaki,
Greve Ralf, 他

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ISMIP6 future projections for Greenland and Antarctica with the ice sheet model SICOPOLIS

Feedback analyses of the seasonality of arctic climate changes driven by orbital parameter changes

Key roles of sea ice-surface wind feedback in maintaining contrasting modes of glacial Atlantic meridional overturning
circulation and climate

 ２．発表標題

International studies of ice sheet and bedrockat Dome Fuji, East Antarctica

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会

雪氷研究大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

齋藤冬樹, 小長谷貴志, 阿部彩子

Takashi Obase, Ayako Abe-Ouchi

津滝俊，小長谷貴志，藤田秀二，阿部彩子，川村賢二，松岡健一，大野浩，大藪幾美，中澤文男，杉浦幸之助

藤田秀二, 川村賢二, 阿部彩子, 津滝俊, Ralf Greve, 小長谷貴志

INQUA 2019（国際学会）

雪氷研究大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

氷床モデルの一次元年代計算へのRCIP 手法の導入とその効果

Transient simulations of the last and penultimate deglaciations using MIROC AOGCM

JARE59 氷床レーダ探査による南極ドームふじ周辺の基盤地形

南極ドームふじ近傍における氷床と基盤に関する国際共同研究（JARE60）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会

雪氷研究大会

小長谷貴志, 阿部彩子, グレーベ ラルフ, 齋藤冬樹

阿部彩子，小長谷貴志，齋藤冬樹，川村賢二，津滝俊，藤田秀二，本山秀明，Ralf Greve，松岡健一

Kanon Kino, Ayako Abe-Ouchi, Ryouta O'ishi, Fuyuki Saito, Masakazu Yoshimori

Takashi Obase, Ayako Abe-Ouchi, Fuyuki Saito, Ralf Greve , Kaho Harada

NORPAN Closing workshop 2019

気水圏シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

最終氷期と最終退氷期の南極氷床変動のモデリング研究

過去150 万年の南極Old Ice 探索のためのモデリング研究

Feedback Analyses of the Seasonality of Arctic Climate Changes Driven by Ideal Orbital Parameters

Antarctic ice sheet modeling of the Last Glacial Maximum and the last deglaciation using the three-dimensional ice sheet
model SICOPOLIS: grounding line

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

Ryouta Oishi, Fuyuki Saito, Takashi Obase, Ayako Abe-Ouchi

Fuyuki Saito, Shun Tsutaki, Ayako Abe-Ouchi, Takashi Obase, Shuji Fujita, Kenji Kawamura

Shun Tsutaki, Hideaki Motoyama, Shuji Fujita, Kenji Kawamura, Ayako Abe-Ouchi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kaho Harada, Ayako Abe-Ouchi, Takashi Obase, Fuyuki Saito, and Ralf Greve

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Estimation of Greenland surface mass balance using positive degree-days method and energy balance model

Sensitivity studies of the position and elevation of Dome Fuji, Antarctica using a high-resolution numerical ice-sheet model
with revising the bedrock topography data by JARE-59

Spatiotemporal variability of surface mass balance along the JARE traverse route for 1992-2018
 ２．発表標題

Modeling the evolution of Antarctic ice sheet driven by basal melting at different sea level using 3-dimensional ice sheet
model SICOPOLIS

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星連合2019年大会（招待講演）

日本地球惑星連合2019年大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

安藤大悟，岡 顕

岡　顕

安藤大悟，岡　顕

Akira Oka

日本海洋学会2019年秋季大会（招待講演）

日本海洋学会2019年秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

簡易気候モデルを用いた氷期気候における海洋深層循環の変動に関する研究

氷期における大西洋深層循環の数値シミュレーション

簡易気候モデルを用いた現在気候および氷期気候における大西洋子午面循環の多重解構造の比較

Inversion of the ocean vertical diffusivity from steady-state tracer distributions by using an adjoint method

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星連合2019年大会

日本地球惑星連合2019年大会

佐々木雄亮，岡 顕

外川一記，岡 顕

岡 顕, 中村有希

小林 英貴, 岡 顕

日本地球惑星連合2019年大会

日本地球惑星連合2019年大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

海洋大循環モデルによるPa/Thの全球シミュレーション

氷期大西洋深層循環における風応力および海面熱境界条件の役割

CMIP5モデル結果解析による地球温暖化が海洋基礎生産に与える影響の定量的評価

鉛直拡散係数の成層依存性を考慮した海洋大循環モデルによる氷期海洋炭素循環シミュレーション

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

白鳳丸30周年記念世界一周航海(HEAW30)へ向けた研究戦略会議

IUGG General Assembly（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

Japan Geoscience Union Meeting 2019

Greve, R., C. Chambers, T. Obase, F. Saito, S. Tsutaki, A. Abe-Ouchi

Greve, R., C. Chambers, R. Calov, T. Obase, F. Saito, S. Tsutaki, A. Abe-Ouchi

Fuyuki SAITO, Ayako Abe-Ouchi, Jun'ichi Okuno, Takashi Obase

 ２．発表標題

 ２．発表標題

小林 英貴, 小長谷 貴志

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Optimizing basal sliding in spin-up simulations of the Greenland and Antarctic ice sheets with the model SICOPOLIS

ISMIP6 future projections for Greenland and Antarctica with the ice sheet model SICOPOLIS

Development of a coupled ice-sheet/earth rebound model for Antarcticice-sheet simulation
 ２．発表標題

氷期の海洋炭素循環変動に果たす南大洋の役割

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AOGS 15th Annual Meeting（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小長谷貴志, 阿部彩子

津滝俊，阿部彩子，本山秀明，川村賢二，シェリフ多田野サム

Fuyuki SAITO, Ayako Abe-Ouchi, Jun'ichi Okuno

Nishizawa, S. and Y. Kitamura

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名
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